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(54)【発明の名称】 内視鏡用カテーテル

(57)【要約】
【課題】芯金ワイヤの基端部分を連結、固定するための
組み立てコストを大幅に低減して実効のあるコストダウ
ンをすることができる内視鏡用カテーテルを提供するこ
と。
【解決手段】芯金ワイヤ３の基端部分を、可撓性チュー
ブ１と注入具接続口金２との間に挟み込むことによりそ
こに固定した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】可撓性チューブと、上記可撓性チューブ内
に液体を注入するために上記可撓性チューブの基端部に
接続された注入具接続口金と、上記可撓性チューブの腰
の強さを補強するための芯金ワイヤとを有する内視鏡用
カテーテルにおいて、
上記芯金ワイヤの基端部分を、上記可撓性チューブと上
記注入具接続口金との間に挟み込むことによりそこに固
定したことを特徴とする内視鏡用カテーテル。
【請求項２】上記注入具接続口金の端部が上記可撓性チ
ューブの基端部分に圧入されている請求項１記載の内視
鏡用カテーテル。
【請求項３】上記注入具接続口金の圧入部分に、上記可
撓性チューブの内面に食い込んで軸線方向の抜け止めと
なる突起が形成されている請求項２記載の内視鏡用カテ
ーテル。
【請求項４】上記芯金ワイヤの基端部分の位置決めをす
るためのワイヤ基端位置決め部が上記可撓性チューブと
上記注入具接続口金の一方又は両方に形成されている請
求項１、２又は３記載の内視鏡用カテーテル。
【請求項５】上記芯金ワイヤの基端部分を折り曲げて係
止することにより上記芯金ワイヤが上記固定部から抜け
出すのを規制するワイヤ基端抜け止め部が上記注入具接
続口金に形成されている請求項１、２、３又は４記載の
内視鏡用カテーテル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、体腔内への薬液
散布等をするために内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿
脱使用される内視鏡用カテーテルに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用カテーテルは一般に、四フッ化
エチレン樹脂チューブ等からなる可撓性チューブの基端
に注射筒等を接続可能な注入具接続口金が取り付けら
れ、可撓性チューブが処置具挿通チャンネルへの挿入操
作時に折れ曲がるのを防止するためのステンレス鋼線製
の芯金ワイヤが、可撓性チューブ内に緩く挿通配置され
た構成をとっている。
【０００３】そのような芯金ワイヤは一般に、基端部分
が注入具接続口金に半田付けなどによって固着される
か、注入具接続口金に着脱することができる摘まみ状部
材に芯金ワイヤの基端部分が半田付けなどによって固着
されていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】人体内に薬液等を送り
込むために用いられる内視鏡用カテーテルのような処置
具は、患者間における感染等を防止するために、できる
限り使い捨てにするのが望ましい。
【０００５】そのためには、内視鏡用カテーテルを可能
な限り安価なものにする必要があり、部品点数が少な
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く、しかも組み立てが容易な構成にすることが強く求め
られている。しかし、上述のような従来の内視鏡用カテ
ーテルでは、芯金ワイヤの基端部分の連結、固定に組み
立てコストがかかってしまう問題があった。
【０００６】そこで本発明は、芯金ワイヤの基端部分を
連結、固定するための組み立てコストを大幅に低減して
実効のあるコストダウンをすることができる内視鏡用カ
テーテルを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用カテーテルは、可撓性チューブ
と、可撓性チューブ内に液体を注入するために可撓性チ
ューブの基端部に接続された注入具接続口金と、可撓性
チューブの腰の強さを補強するための芯金ワイヤとを有
する内視鏡用カテーテルにおいて、芯金ワイヤの基端部
分を、可撓性チューブと注入具接続口金との間に挟み込
むことによりそこに固定したものである。
【０００８】なお、注入具接続口金の端部が可撓性チュ
ーブの基端部分に圧入されていてもよく、その場合、注
入具接続口金の圧入部分に、可撓性チューブの内面に食
い込んで軸線方向の抜け止めとなる突起が形成されてい
てもよい。
【０００９】また、芯金ワイヤの基端部分の位置決めを
するためのワイヤ基端位置決め部が可撓性チューブと注
入具接続口金の一方又は両方に形成されていてもよく、
芯金ワイヤの基端部分を折り曲げて係止することにより
芯金ワイヤが固定部から抜け出すのを規制するワイヤ基
端抜け止め部が注入具接続口金に形成されていてもよ
い。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は本発明の第１の実施例の内視鏡用カテ
ーテルの全体構成を示しており、１は、図示されていな
い内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される可撓性チ
ューブであり、例えば四フッ化エチレン樹脂等によって
形成されている。
【００１１】可撓性チューブ１の基端には、注射筒等の
ような注入具を接続することができる注入具接続口金２
が接続固定されている。注入具接続口金２は金属又はプ
ラスチック製であり、薬液を注入具接続口金２から可撓
性チューブ１内に注入して可撓性チューブ１の先端から
噴出させることができる。
【００１２】可撓性チューブ１内には芯金ワイヤ３が挿
通配置されている。芯金ワイヤ３の先端は可撓性チュー
ブ１の先端から例えば数センチメートル～数十センチメ
ートル内部に位置している。
【００１３】そのように、可撓性チューブ１内に芯金ワ
イヤ３が通されていることにより、可撓性チューブ１の
腰の強さが補強され、可撓性チューブ１を座屈させるこ
となく処置具挿通チャンネルに押し込み操作することが
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できる。
【００１４】芯金ワイヤ３の基端部分は、可撓性チュー
ブ１と注入具接続口金２との接続部において、可撓性チ
ューブ１と注入具接続口金２との間に挟み込まれてそこ
に固定されており、その他の部分はフリーになってい
る。
【００１５】図２は、可撓性チューブ１と注入具接続口
金２との接続部を示しており、注入具接続口金２から先
側に向かって突設された筒状部２１が、可撓性チューブ
１の基端部分内に圧入されている。
【００１６】そして、筒状部２１の外周面に突出形成さ
れた先の尖った抜け止め用周状突起２２が可撓性チュー
ブ１の内周面に食い込んで、可撓性チューブ１に対する
軸線方向の抜け止めになっている。
【００１７】芯金ワイヤ３の基端部分は、この実施例に
おいては、筒状部２１の端部から中間部分まで、III－I
II断面を図示する図３に示されるように筒状部２１の外
周面に沿って配置されて、可撓性チューブ１によって押
圧される力によってそこに固定されている。
【００１８】筒状部２１の中間部分には、芯金ワイヤ３
の基端面が当接する位置決め突起２３が周状に突出形成
されており、内側に芯金ワイヤ３が存在しない可撓性チ
ューブ１の端部近傍部分１ａが筒状部２１の外周全面に
密着することにより接続部からの漏れが防止されてい
る。
【００１９】図４は、可撓性チューブ１と注入具接続口
金２との接続部の第２の実施例を示しており、Ｖ－Ｖ断
面を図示する図５に示されるように、芯金ワイヤ３の基
端部分が、可撓性チューブ１の内周面に軸線方向に形成
された案内溝１１内に嵌め込まれ、そこに位置決めされ
た状態に配置されている。
【００２０】ただし、案内溝１１の深さが芯金ワイヤ３
の直径より小さく形成されているので、案内溝１１内に
配置された芯金ワイヤ３は可撓性チューブ１と注入具接
続口金２とにより挟み付けられてそこに固定されてい
る。
【００２１】図６は、可撓性チューブ１と注入具接続口
金２との接続部の第３の実施例を示しており、注入具接
続口金２の先寄りの部分に、第一筒状部２１より太い第
二筒状部２６を第一筒状部２１に連続して形成し、両筒
状部２１，２６を可撓性チューブ１の基端部に圧入固定
したものである。
【００２２】芯金ワイヤ３の基端部分は第一筒状部２１
において可撓性チューブ１により押圧固定され、第二筒
状部２６の外周面には、可撓性チューブ１の内周面に食
い込む抜け止め用周状突起２２が突出形成されている。
【００２３】図７は、図６におけるVII－VII断面の構成
を二種類示しており、芯金ワイヤ３の基端部分を、
（Ａ）に示されるように第一筒状部２１の外周面に沿っ*

4
*て配置してもよいし、或いは（Ｂ）に示されるように、
第一筒状部２１の外周面に軸線方向に形成された案内溝
２７内に嵌め込んで位置決めをしてもよい。案内溝２７
の深さは芯金ワイヤ３の直径より小さく形成されてい
る。
【００２４】図８は、可撓性チューブ１と注入具接続口
金２との接続部の第４の実施例を示しており、芯金ワイ
ヤ３の端部を折り曲げて、第一筒状部２１の外周面に穿
設されたワイヤ基端抜け止め孔２８に差し込んだもので
あり、その他の部分は、図６に示される第３の実施例と
同様である。
【００２５】このようにすることにより、芯金ワイヤ３
の基端部分が可撓性チューブ１と注入具接続口金２とに
よって挟まれた固定部から抜け出し難くなり、より安定
した固定状態にすることができる。
【００２６】
【発明の効果】本発明によれば、芯金ワイヤの基端部分
を可撓性チューブと注入具接続口金との間に挟み込むこ
とによりそこに固定する構成をとったので、芯金ワイヤ
の基端部分を連結、固定するのに要する組み立てコスト
を大幅に低減して、実効のあるコストダウンを達成する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用カテーテルの
側面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の芯金ワイヤ固定部の側
面断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の図２におけるIII－III
断面図である。
【図４】本発明の第２の実施例の芯金ワイヤ固定部の側
面断面図である。
【図５】本発明の第２の実施例の図４におけるＶ－Ｖ断
面図である。
【図６】本発明の第３の実施例の芯金ワイヤ固定部の側
面断面図である。
【図７】本発明の第３の実施例の図６におけるVII－VII
断面図である。
【図８】本発明の第４の実施例の芯金ワイヤ固定部の側
面断面図である。
【符号の説明】
１  可撓性チューブ
２  注入具接続口金
３  芯金ワイヤ
１１  案内溝
２１  筒状部
２２  抜け止め用周状突起
２６  第二筒状部
２７  案内溝
２８  ワイヤ基端抜け止め孔
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